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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 36,599 △1.4 1,819 △14.8 1,830 △14.8 881 △26.0

30年３月期第３四半期 37,116 4.0 2,134 △3.8 2,148 △2.7 1,190 △7.2
(注) 包括利益 31年３月期第３四半期 900百万円(△35.2％) 30年３月期第３四半期 1,389百万円( △6.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 623.27 －

30年３月期第３四半期 841.67 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 59,132 16,831 28.2

30年３月期 50,663 16,104 31.5
(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 16,701百万円 30年３月期 15,971百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 120.00 120.00

31年３月期 － 0.00 －

31年３月期(予想) － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

当社は定款において３月31日又は９月30日を配当基準日と定めておりますが、平成31年３月期について、９月30日を
基準日とする配当は無配、３月31日を基準日とする配当については未定としております。

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,223 △3.2 1,378 △28.9 1,350 △29.4 696 △31.5 492.26
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 1,418,000株 30年３月期 1,418,000株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 3,167株 30年３月期 3,167株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 1,414,833株 30年３月期３Ｑ 1,414,955株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、生産の増加や雇用情勢の改善を背景に、全体として緩やかな

回復基調が継続いたしました。しかし、不確実な海外経済の影響により、今後の見通しは不透明な状況となってお

ります。

　物流業界では、トラック貨物輸送量が増加した一方、ドライバー不足が継続し、燃料価格が高水準を維持してい

ることから、全体としては厳しい経営環境で推移いたしました。不動産業界では、全国的に空室率が低下し、賃料

の上昇傾向が継続いたしました。印刷業界では、年賀および婚礼の両分野について、年賀状発行枚数ならびに婚姻

数が共に減少傾向にあり、新聞分野についても、発行部数が減少傾向にある等、依然として厳しい状況が続いてお

ります。

　このような経営環境に対応すべく、当社グループは、原点である経営理念の「顧客に対する最高のサービス」、

「適正利潤の追求」、「眞に働きがいのある会社」に立ち返り、取り組みを行ってまいりました。

　この結果、物流事業におけるスポット輸送の増加があったものの、契約満了に伴う荷主の移動および配送センタ

ーの取扱店舗数の減少等、また印刷事業における受託数減少等の影響もあり、当第３四半期連結累計期間における

売上高は36,599百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益は1,819百万円（前年同四半期比14.8％減）、経常利

益は1,830百万円（前年同四半期比14.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は881百万円（前年同四半期比

26.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末に比べ8,468百万円増加し、59,132百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が1,138百万円、受取手形及び売掛金が5,744百万円、商品及び製品が469百万

円、原材料及び貯蔵品が262百万円、流動資産のその他に含まれる立替金（年賀事業の葉書の立替等）が1,571百万

円増加した一方、減価償却等により有形固定資産が599百万円、退職給付に係る資産が233百万円減少したことによ

るものであります。

（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ7,741百万円増加し、42,300百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が1,682百万円、短期借入金が6,596百万円、流動負債のその他に含まれる未払金が449百万円増加した一

方、賞与引当金が310百万円、長期借入金が723百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ726百万円増加し、16,831百万円となり、自己資本比率は28.2％となりま

した。これは主に、利益剰余金が712百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成30年５月11日発表の通期の業績予想につきましては変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,911,225 6,049,777

受取手形及び売掛金 6,025,092 11,769,431

電子記録債権 595,035 591,077

商品及び製品 74,555 544,516

仕掛品 45,188 －

原材料及び貯蔵品 961,426 1,223,758

その他 677,093 2,362,154

貸倒引当金 △2,833 △2,642

流動資産合計 13,286,781 22,538,074

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,266,141 7,806,594

機械装置及び運搬具（純額） 1,525,826 1,477,867

土地 18,605,120 18,605,120

その他（純額） 1,358,225 1,266,453

有形固定資産合計 29,755,314 29,156,036

無形固定資産

借地権 1,118,526 1,118,526

その他 223,829 251,965

無形固定資産合計 1,342,356 1,370,492

投資その他の資産

投資有価証券 2,748,323 2,773,571

長期貸付金 748,147 706,689

退職給付に係る資産 305,768 72,332

繰延税金資産 739,359 748,084

その他 1,759,242 1,784,820

貸倒引当金 △21,884 △17,953

投資その他の資産合計 6,278,957 6,067,546

固定資産合計 37,376,628 36,594,074

資産合計 50,663,410 59,132,149
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,913,720 5,596,496

短期借入金 6,741,743 13,337,880

1年内償還予定の社債 120,049 120,049

未払法人税等 442,464 527,456

賞与引当金 453,358 142,618

ＰＣＢ廃棄物処理費用引当金 1,000 1,000

返品調整引当金 － 38,128

その他 2,714,103 3,141,104

流動負債合計 14,386,438 22,904,733

固定負債

社債 115,702 25,665

長期借入金 13,366,931 12,643,867

繰延税金負債 2,701 644

再評価に係る繰延税金負債 2,542,865 2,542,865

役員退職慰労引当金 1,259,470 1,303,185

退職給付に係る負債 1,543,978 1,607,891

長期預り金 753,047 767,879

その他 587,612 503,942

固定負債合計 20,172,308 19,395,942

負債合計 34,558,746 42,300,675

純資産の部

株主資本

資本金 2,189,000 2,189,000

資本剰余金 32,991 32,991

利益剰余金 7,716,714 8,428,763

自己株式 △11,830 △11,830

株主資本合計 9,926,875 10,638,924

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 668,607 679,240

土地再評価差額金 5,391,364 5,391,364

退職給付に係る調整累計額 △15,611 △7,652

その他の包括利益累計額合計 6,044,361 6,062,952

非支配株主持分 133,427 129,595

純資産合計 16,104,663 16,831,473

負債純資産合計 50,663,410 59,132,149
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 37,116,318 36,599,715

売上原価 28,673,685 28,263,923

売上総利益 8,442,632 8,335,792

販売費及び一般管理費

役員報酬 375,845 381,728

給料手当及び賞与 1,982,560 1,993,043

賞与引当金繰入額 57,564 56,441

退職給付費用 69,879 90,795

役員退職慰労引当金繰入額 57,976 43,715

貸倒引当金繰入額 3,581 113

その他 3,760,291 3,949,976

販売費及び一般管理費合計 6,307,699 6,515,814

営業利益 2,134,933 1,819,978

営業外収益

受取利息 17,157 16,098

受取配当金 70,668 65,667

貸倒引当金戻入額 35 －

業務受託手数料 43,095 29,115

その他 69,105 69,595

営業外収益合計 200,061 180,477

営業外費用

支払利息 174,100 152,889

社債利息 2,074 1,234

その他 10,690 16,085

営業外費用合計 186,865 170,209

経常利益 2,148,128 1,830,246

特別利益

固定資産売却益 18,096 4,820

特別利益合計 18,096 4,820

特別損失

退職給付制度改定損 － 180,152

固定資産売却損 － 2,075

固定資産除却損 7,385 7,912

特別損失合計 7,385 190,141

税金等調整前四半期純利益 2,158,840 1,644,926

法人税、住民税及び事業税 814,826 781,212

法人税等調整額 154,972 △17,783

法人税等合計 969,798 763,428

四半期純利益 1,189,041 881,497

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,885 △331

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,190,926 881,829
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 1,189,041 881,497

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 190,675 10,633

退職給付に係る調整額 9,814 7,958

その他の包括利益合計 200,489 18,591

四半期包括利益 1,389,530 900,089

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,391,416 900,420

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,885 △331
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

　

（退職給付制度の移行）

　当社は、平成30年９月１日に、確定給付年金制度を確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に

関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号 平成28年12月16日改正）および「退職給付制度間の移行等の

会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号 平成19年２月７日改正）を適用しております。

　これにより、第２四半期連結累計期間において「退職給付制度改定損」180百万円を特別損失に計上しており

ます。
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